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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

寒
河
江
市
は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
周
囲
に
月
山
、
葉
山
、
朝

日
連
峰
、
蔵
王
を
望
み
、
清
流
寒
河
江

川
と
山
形
県
の
母
な
る
川
、
最
上
川
が

大
地
を
潤
す
風
光
明め
い
び媚

で
豊
か
な
人

情
に
あ
ふ
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

　

春
に
は
、
さ
わ
や
か
な
青
空
に
雪
化

粧
を
し
た
月
山
・
葉
山
が
見
事
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
描
き
、
桜
に
始
ま
り
、
さ

く
ら
ん
ぼ
、
桃
、
つ
つ
じ
な
ど
多
く
の

花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
初
夏
に
は
真
っ

赤
な
さ
く
ら
ん
ぼ
が
た
わ
わ
に
実
り
、

全
国
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
田
園
が
黄
金
色
に
染
ま
る
秋
に

は
、
東
北
屈
指
の
規
模
を
誇
る「
神
輿

の
祭
典
」
で
街
中
が
熱
気
に
包
ま
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
勅

命
に
よ
り
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
30

体
余
り
の
国
指
定
重
要
文
化
財
仏
像

群
を
所
蔵
す
る
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
古こ
さ
つ刹

・
慈
恩
寺
が
杉
木
立
の
静
寂
の

中
に
厳
か
に
鎮
座
し
、
恵
ま
れ
た
自
然

と
と
も
に
寒
河
江
独
特
の
伝
統
行
事

や
祭
り
な
ど
、
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
先
人
が
築
き
上
げ
て
き

た
本
市
の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に

磨
き
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

時
代
に
対
応
し
た
施
策
を
展
開
し
、
市

民
誰
も
が
笑
顔
で
幸
せ
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な 

市
役
所
庁
舎

　

本
市
役
所
庁
舎
は
、
建
築
家
故
黒
川

紀
章
氏
の
設
計
で
昭
和
42
年
に
建
築

さ
れ
、
本
年
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
本
の
コ
ア
か
ら
高
張
力
鋼
で
吊

ら
れ
、
３
・
４
階
が
大
き
く
張
り
出
す

特
徴
的
な
建
物
で
、
ス
ロ
ー
プ
で
上
が

る
２
階
に
吹
抜
け
の
市
民
ホ
ー
ル
を

配
し
、
１
階
に
議
場
を
設
け
る
な
ど
空

間
構
成
も
巧
み
な
戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム

庁
舎
で
す
。

　

ま
た
、
吹
抜
け
に
は
、
故
岡
本
太
郎

氏
の
彫
刻
作
品「
生
誕
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
調
度
品
の
多
く
が
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
卓

球
台
製
作
で
話
題
と
な
っ
た
天
童
木

工
製
で
あ
る
な
ど
、
外
観
だ
け
で
な
く

内
部
の
デ
ザ
イ
ン
性
に
つ
い
て
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

市
民
の
ま
つ
り 

「
神
輿
の
祭
典
」

　

８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
寒

さ
く
ら
ん
ぼ
と
歴
史
が
育
む　

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ　

寒
河
江

寒さ

が

え

河
江
市（
山
形
県
）�

 

寒
河
江
市
長　

佐さ

と

う藤
洋ひ

ろ

き樹

1
空間構成も巧みな戦後モダニズム庁舎として名高い市役所庁舎

約4000人の担ぎ手が威勢よく神輿を担ぐ「神輿の祭典」
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河
江
八
幡
宮
。
寒
河
江
八
幡
宮
の
祭
り

に
神
輿
が
登
場
し
た
の
は
、
正
徳
年
間

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
神
輿

祭
り
は
、
昭
和
58
年
に
寒
河
江
青
年
会

議
所
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ

の
後
、
各
地
域
で
本
神
輿
が
建
立
さ

れ
、
平
成
元
年
に
は
寒
河
江
神
輿
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
は
、Ｊ

Ｒ
寒
河
江
駅
前
に「
寒
河
江
神
輿
会

館
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
26
年
に
は
、

市
制
60
周
年
を
機
に
市
民
の
ま
つ
り

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
９
月
17
日
開
催
の「
神
輿
の
祭

典
」
は
35
回
を
数
え
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
神
奈
川
県
寒
川
町
の
神
輿
も
参
加

す
る
な
ど
、
総
勢
30
基
の
神
輿
と
約

４
０
０
０
人
の
担
ぎ
手
が
市
中
心
部

を
練
り
歩
き
、
例
年
に
も
増
し
て
活
気

あ
る
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

寒
河
江
八
幡
宮
の
本
社
神
輿
と
江

戸
前
神
輿
、
ド
ッ
コ
イ
神
輿
の
３
種
の

担
ぎ
を
楽
し
め
る
祭
典
と
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
紅
秀
峰
」と「
つ
や
姫
」

　

さ
く
ら
ん
ぼ「
紅
秀
峰
」、
ブ
ラ
ン

ド
米「
つ
や
姫
」
を
中
心
と
し
た
魅
力

あ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

し
、
農
業
所
得
の
安
定
と
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
紅
秀
峰
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
か
ら
輸
出
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
年
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
の
高

級
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
を
行
い
、
今

後
、
香
港
で
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
産
の「
つ
や
姫
」
は
、
良
質
な

土
壌
と
統
一
し
た
栽
培
管
理
に
よ
り
、

高
品
質
で
安
定
生
産
を
目
指
し
て
水

田
を
集
約
し
た「
つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー

ジ
ュ
」
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
県
食
味

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
栽
培
面
積
の
拡
大
を

図
り
、
さ
ら
な
る
生
産
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「
さ
が
え
っ
こ
」が 

す
く
す
く
育
つ
ま
ち

　

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
教
育
の
充
実
を

図
り「
さ
が
え
っ
こ
」
が
元
気
で
大
き

な
夢
を
持
ち
実
現
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
、
新
た
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
家
庭
に
対
し
、
育
児
に
必
要
な

品
物
な
ど
を
贈
る「
さ
が
え
っ
子
ハ
ッ

ピ
ー
ギ
フ
ト
」
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
給
食
費
の
半
額
を

補
助
し
、
高
校
生
ま
で
の
３
人
以
上
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
３

人
目
以
降
の
児
童
の
給
食
費
を
無
料

と
し
ま
し
た
。
中
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
内
容
充
実
の
た
め
の
費
用
上
昇

分
を
市
が
負
担
し
、
保
護
者
負
担
額
を

据
え
置
く
な
ど
、
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

寒河江市発祥のさくらんぼの新品種「紅秀峰」

◆ 

面
積　
　

１
３
９
・
03
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
１
５
１
６
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
３
９
１
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
さ
く
ら
ん
ぼ
と
歴
史
が
育

む　

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ　

寒
河
江

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
月
山
、
葉
山
、
朝
日
連
峰
、

蔵
王
を
望
み
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い

ま
ち

〔
特
産
品
〕
さ
く
ら
ん
ぼ
、つ
や
姫
、食
用
菊
、

子
姫
芋
、
谷
沢
梅
、
バ
ラ
、
地
酒
、
ニ
ッ
ト

製
品
、
焼
き
鳥
、
そ
ば

〔
観
光
〕
慈
恩
寺
、
寒
河
江
公
園
、
チ
ェ
リ
ー

ク
ア
・
パ
ー
ク
、
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
、
道
の

駅
寒
河
江 

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
寒
河
江
市

郷
土
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
寒
河
江
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
さ

が
え
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ

く
ら
ん
ぼ
、
寒
河
江
ま
つ
り
、
や
ま
が
た
雪

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

寒河江市長

佐藤洋樹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

山形市

寒河江市
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わが
を
語
る

市
お
宝
い
っ
ぱ
い
健
幸
北
杜

　

北
杜
市
は
、
山
梨
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
八
ヶ
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
、
み
ず

が
き
山
、
茅か
が
や
た
け

ヶ
岳
な
ど
日
本
を
代
表
す

る
山
岳
に
囲
ま
れ
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
動
植
物
の
宝

庫
で
す
。
市
内
に
は
３
カ
所
の
名
水
百

選
を
有
し
て
お
り
、
日
本
一
の
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
生
産
量
を
誇
る
名
水

の
里
と
し
て
有
名
で
す
。
ま
た
、
日
照

時
間
も
日
本
一
で
あ
り
、
ま
さ
に「
山
」

「
紫
」「
水
」「
明
」の
地
と
い
え
る
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

豊
か
な
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
、
好

循
環
を
生
み
、
本
市
に
恵
み
を
も
た
ら

し
ま
す
。
こ
れ
が
魅
力
で
あ
り
宝
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
農
業
に
最
適
な
地
と

し
て
注
目
を
集
め
、
首
都
圏
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
良
い
た
め
、
現
在
、
農
業
生

産
法
人
20
企
業
が
栽
培
を
開
始
し
て
お

り
、
こ
の
ほ
か
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ラ
ン
ド
な
ど
５
企
業
の
参
入
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
安
全
・
安
心 

日
本
の

台
所 

北
杜
市
」を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

積
極
的
に
企
業
参
入
を
進
め
、
地
域
雇

用
の
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

野
菜
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ン

ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

イ
チ
ゴ
な
ど
、
果
物
の
生
産
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
は
、

標
高
１
０
０
０
ｍ
の
高
地
で
本
市
産
の

マ
ン
ゴ
ー
が
収
穫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
が
豊
富
な
本
市

で
は
、
商
工
業
も
盛
ん
で
す
。
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
世
界
に
誇
れ
る
高

い
技
術
や
全
国
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
持

つ
製
造
企
業
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
富
な
水
、
き
れ
い
な
空
気
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
お
い
し
い
お
米
、
お
い

し
い
お
酒
、
安
全
安
心
な
野
菜
や
果

物
、
さ
ら
に
は
、
素
晴
ら
し
い
山
岳
景

観
、
満
天
の
星
空
な
ど
の
資
源
、
い
わ

ゆ
る『
お
宝
』が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
に
住
む
当
た
り
前
の

生
活
の
中
で
、
ま
る
で
空
気
の
よ
う
に

体
感
で
き
、
そ
の
こ
と
で
心
も
体
も
健

康
に
な
り
、
幸
せ
な
生
活
が
送
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
宝
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
を
市
内

外
に
、
情
報
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
が
健
や
か
で
幸
せ
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、
人
と
環
境
と
の
つ
な
が
り
、

人
と
食
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

「
子
育
て
と
福
祉
」「
雇
用
と
産
業
」「
教

育
」「
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
」「
女
性
と
若

者
の
活
躍
」
の
５
つ
の
分
野
を『
お
宝

い
っ
ぱ
い
健
幸
北
杜
』
と
し
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
流
の
田
舎
ま
ち

　

こ
の
地
に
魅
せ
ら
れ
て
、一
流
の
文
化

人
が
移
住
や
、関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

金
田
一
春
彦
氏
は
、
国
語
学
の
第
一

人
者
で
あ
り
、
八
ヶ
岳
南
麓
を
ふ
る
さ

と
の
よ
う
に
愛
し
、
晩
年
は
旧
大
泉
村

で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
は
ぐ
く
み
ま
し
た
。

　

金
田
一
春
彦
記
念
図
書
館
で
は
、
本

市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
、
貴
重
な

蔵
書
や
資
料
、
約
２
万
２
０
０
０
点
を

「 
人
と
自
然
と
文
化
が
躍
動
す
る 

環
境
創
造
都
市
」を
目
指
し
て

北ほ

く

と杜
市（
山
梨
県
）�

 

北
杜
市
長　

渡わ
た
な
べ辺

英え

い

こ子

2
いつでも美しい風景に出会うことができる北杜市
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市
民
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

平
山
郁
夫
氏
は
、
日
本
画
壇
の
第
一

人
者
で
あ
り
、
東
京
藝
術
大
学
の
学
長

を
２
期
務
め
た
方
で
す
。

　

本
市
に「
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

美
術
館
」
を
開
館
、
ご
自
身
の
作
品
を

は
じ
め
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
各
地
の
美
術

品
９
０
０
０
点
以
上
を
順
次
展
示
し
て

お
り
、
本
市
の
名
誉
市
民
第
１
号
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
絵

の
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
鮮
文
化
と
人
々
を
愛
し
た
浅
川
伯

教
・
巧
兄
弟
や
八
ヶ
岳
に
希
望
の
道
を

開
い
た
清
里
開
拓
の
父
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ

シ
ュ
博
士
な
ど
、
北
杜
を
愛
し
た
偉
人

た
ち
が
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
さ
し
く「
一
流
の
田
舎
ま
ち
」

で
す
。

一
人
一
人
が
輝
け
る 

“
愛
で
つ
な
が
る
北
杜
市
”

　

本
市
は
ほ
か
の
地
域
と
同
様
に
高
齢

化
率
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、“
心
の
豊
か
さ
”
は
日
本

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に“
働
き
や
す
さ
”
を
加
え
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
本
市
の
魅
力
を
高
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
山
梨

県
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て「
イ
ク
ボ

ス
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
事
業
を
活
用
し“
ほ
く

と
で
働
く
魅
力
”を
高
め
る
た
め
の
雇

用
創
出
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、「
住
ん
で
よ
し
」「
訪
れ
て

よ
し
」「
働
い
て
よ
し
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
潜
在
能
力
や
魅
力
を
生
か
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
健
康

長
寿
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
若
者

や
女
性
の
活
躍
支
援
、
世
界
に
誇
れ
る

企
業
と
働
く
人
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
、
ふ
る
さ
と
創
生
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
手
を
取
り
愛
、
認
め
愛
、

寄
り
添
い
愛
、
市
民
が
健
や
か
に
幸
せ

に
暮
ら
し
、
ふ
る
さ
と
北
杜
に
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て「
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
は
、
自
分
た
ち
で
守
り
、
創
っ
て
い

く
」
と
い
う
思
い
で
、
一
人
一
人
が
本

市
の
活
力
の
源
と
な
り
活
躍
で
き
る
市

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
輝
け
る“
愛
で
つ
な
が

る
北
杜
市
”を
目
指
し
、「
人
と
自
然
と

文
化
が
躍
動
す
る
環
境
創
造
都
市
」の

実
現
に
、
市
民
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

子どもたちに絵を教える在りし日の平山郁夫氏

子どもと遊びながら、お母さん同士の子育て情報交換
会なども行う「つどいの広場」

◆ 

面
積　
　

６
０
２
・
48
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
７
５
１
１
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
２
２
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
自
然
と
文
化
が
躍
動

す
る
環
境
創
造
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
資

源
に
恵
ま
れ
た
山
紫
水
明
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
（
平
成
11
年
3
月
末
以
降
）〕

平
成
16
年
11
月
1
日
、
明
野
村
、
須
玉
町
、

高
根
町
、
長
坂
町
、
大
泉
村
、
白
州
町
、
武

川
村
が
合
併
。
平
成
18
年
3
月
15
日
に
小
淵

沢
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
浅
尾
ダ
イ
コ
ン
、
リ
ン
ゴ
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
ト
マ
ト
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
蕎

麦
、
米
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
日
本
酒

〔
観
光
〕
明
野
ひ
ま
わ
り
畑
、
瑞
牆
山
、
清

里
高
原
、
三
分
一
湧
水
、
平
山
郁
夫
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
美
術
館
、金
田
一
春
彦
記
念
図
書
館
、

尾
白
川
渓
谷
、
山
高
神
代
桜

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
北
杜
市
明
野
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
、
北
杜
市
浅
尾
ダ
イ
コ
ン
祭
り
、
北

杜
市
稲
絵
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
八
ヶ

岳
ホ
ー
ス
シ
ョ
ー
in
こ
ぶ
ち
さ
わ
、
北
杜
市

甲
斐
駒
の
里
名
水
ま
つ
り

北杜市長

渡辺英子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

甲府市北杜市
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わが
を
語
る

市
美
し
い
自
然
と
景
観
を 

有
す
る
ま
ち

　

沼
津
市
は
、
ま
ち
の
中
心
部
を
流
れ

る
狩
野
川
を
は
じ
め
、
約
63
㎞
の
海
岸

線
、
富
士
山
や
香か
ぬ
き
や
ま

貫
山
な
ど
海
・
山
・
川

の
三
拍
子
揃
っ
た
美
し
い
自
然
と
景
観

を
有
す
る
ま
ち
で
す
。

　

そ
の
美
し
い
景
観
と
温
暖
な
気
候
か

ら
、
明
治
に
は
皇
族
の
保
養
地
と
し
て

沼
津
御
用
邸
が
造
営
さ
れ
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ
て
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
役
目
を
終
え
た
後

は
、
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
園
者

を
集
め
て
お
り
、
平
成
28
年
10
月
に
は

国
の
名
勝
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
人
気
ア
ニ
メ「
ラ

ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
! !
」の
舞

台
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
聖
地
巡
礼
」

と
し
て
作
品
で
描
か
れ
た
海
や
山
の
景

色
な
ど
を
求
め
て
、
多
く
の
方
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
国
55
地

域
の
ロ
ケ
地
と
ご
当
地
グ
ル
メ
か
ら

「
行
き
た
い
ま
ち
№
１
」
を
決
定
す
る

全
国
ふ
る
さ
と
甲
子
園
に
お
い
て
、
第

２
回
大
会
で
は
グ
ラ
ン
プ
リ
、
第
３
回

大
会
で
は
第
５
位
に
輝
く
な
ど
、
若
者

の
方
々
の
注
目
も
集
め
る
よ
う
に
な

り
、
ア
ニ
メ
を
き
っ
か
け
と
し
た
移
住

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
資
源 

「
沼
津
の
海
」の
活
用

　

本
市
に
は
、
多
く
の
地
域
資
源
が
溢

れ
て
お
り
、
そ
の
魅
力
の
発
信
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
な
る
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
既
存
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
環
境
省
が
全
国
８
１
７
カ

所
の
海
水
浴
場
な
ど
を
対
象
に
行
っ
た

水
質
調
査
で
は
、「
水
質
が
特
に
良
好
」

と
さ
れ
た
全
国
７
カ
所
に
本
市
か
ら
３

カ
所
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は

こ
の
全
国
に
誇
れ
る
美
し
い「
沼
津
の

海
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
観
光
都
市
・
沼

津
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
の
海
岸
線
は
多
様
な
地
形
を
有

し
、
海
釣
り
や
地
引
網
、
海
水
浴
、
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ヨ
ッ
ト
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

海
を
楽
し
む
方
々
の
利
便
性
の
向
上

と
、
海
上
か
ら
富
士
山
を
眺
め
る
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
提
供
を
兼
ね
て
、
今
夏
に

は
沼
津
港
と
海
水
浴
場
な
ど
を
結
ぶ
海

上
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
一
の
深
さ
を
誇
る
駿
河

湾
に
面
す
る
本
市
戸
田
地
区
で
は
、
タ

カ
ア
シ
ガ
ニ
な
ど
の
深
海
漁
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
深
海
魚
に

着
目
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
元
団
体

と
連
携
し
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
深

海
生
物
を
見
る
、
触
れ
る
、
食
べ
る
、

学
ぶ
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な

い
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
深
海
生
物
に
造
詣
が
深
い
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
の
コ
コ
リ
コ
田
中
直
樹
さ

ん
に
監
修
・
名
誉
館
長
に
就
任
い
た
だ

き
、
駿
河
湾
深
海
生
物
館
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
な
ど
、
深
海
魚
を
活
用
し
た

観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
致

　

本
市
南
部
地
域
は
海
沿
い
に
平
坦
な

「
世
界
一
元
気
な
沼
津
」の
実
現
に
向
け
て

沼ぬ

ま

づ津
市（
静
岡
県
）�

 

沼
津
市
長　

大お
お
ぬ
ま沼

明あ

き

ほ穂

3

本年7月にリニューアルオープンした「駿河湾深海生物館」
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道
が
続
く
た
め
、
県
外
か
ら
も
多
く
の

方
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
が
隣
接

す
る
伊
豆
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
海
越
し
の
富
士
山
が
見
え
る
日
本

有
数
の
景
観
を
活
用
し
、
世
界
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
し

て
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設「
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
休
憩
所
と
な
る
バ
イ
シ

ク
ル
ピ
ッ
ト
を
市
内
10
カ
所
に
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
船
運
で
海
を
渡
り
な

が
ら
自
転
車
で
本
市
を
一
周
す
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
本
市
な

ら
で
は
の
自
転
車
の
楽
し
み
方
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
住
む
人
も
来
る

人
も
安
全
・
安
心
で
快
適
に
過
ご
せ
る

自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
に
向
け
て

「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
は
、
近
年
転
出
超
過
が
目
立

ち
、
ま
ち
の
活
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
民
が「
沼
津

を
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」「
沼
津
で

こ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
」
と
考
え
る
活
動
を
支
援
す
る「
民

間
支
援
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」を
平

成
28
年
度
に
創
設
し
、
市
民
が
主
役
と

な
り
、
挑
戦
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
民
間
主
導
に
よ
り
中
心

市
街
地
で
の
音
楽
祭
や
女
性
の
起
業
創

業
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
と
活
気
が
生

ま
れ
て
お
り
、
新
た
な
雇
用
創
出
な
ど

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

市
民
主
体
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
世
界
一
元
気
な
沼
津
」の 

実
現
へ

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
本
市

が
世
界
に
誇
る
地
域
資
源
を
積
極
的
に

活
用
し
、
そ
し
て
そ
の
魅
力
を
強
く
発

信
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
沼
津
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
交
流
人
口
の
拡
大
は
、
ま
ち
に

に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
本

市
へ
の
移
住
者
の
増
加
や
地
域
経
済
の

需
要
増
加
も
期
待
で
き
、
地
域
の
活
力

向
上
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、

市
民
一
人
一
人
が
、
沼
津
に
誇
り
を
持

て
る「
世
界
一
元
気
な
沼
津
」
の
実
現

に
向
け
て
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

沼津は県外からも多くのサイクリストが訪れるまち

◆ 

面
積　
　

１
８
６
・
96
㎢

◆ 

人
口　
　

19
万
７
５
８
６
人

◆ 

世
帯
数　

9
万
９
０
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
環
境
を
大
切
に
す
る

県
東
部
広
域
拠
点
都
市
・
沼
津

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
首
都
１
０
０
㎞
圏
の
静
岡

県
東
部
に
位
置
し
、
富
士
山
と
駿
河
湾
を

臨
む
自
然
と
歴
史
、
都
市
機
能
が
共
存
す
る

ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
４
月
１
日
、
戸

田
村
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
み
か
ん
、
茶
、
あ
じ
の
干
物
、

雑
節
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
、
あ
し
た
か
牛
、
戸

田
塩

〔
観
光
〕
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
、
沼
津
港

大
型
展
望
水
門
び
ゅ
う
お
、
道
の
駅
く
る
ら

戸
田
、
駿
河
湾
深
海
生
物
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
大
瀬
ま
つ
り
、
沼
津
夏
ま
つ

り
、
沼
津
自
慢
フ
ェ
ス
タ
、
よ
さ
こ
い
東
海

道
、
松
籟
の
宴
、
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
菊

花
展

沼津市長

大沼明穂

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

静岡市

沼津市
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わが
を
語
る

市
自
然
、
歴
史
文
化
、 

食
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

　

益
田
市
は
島
根
県
の
西
端
に
位
置

し
、
北
は
白
砂
青
松
の
石い
わ
み
が
た

見
潟
を
形
成

す
る
日
本
海
を
望
み
、
南
は
中
国
山
地

が
連
な
る
緑
豊
か
な
自
然
環
境
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
を
流
れ

る
一
級
河
川「
高
津
川
」
は
国
土
交
通

省
の
水
質
検
査
に
お
い
て
４
年
連
続

水
質
日
本
一
と
な
る
な
ど
、
全
国
屈
指

の
清
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
・
文
化
面
で
は
、
縄
文
時
代
や

中
世
益
田
氏
に
関
す
る
遺
跡
が
数
多

く
現
存
し
、
万
葉
の
歌
聖
・
柿
本
人
麿

や
中
世
の
画
聖
・
雪
舟
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
歴
史
ロ
マ
ン
の
香
る
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、特
産
品
と
し
て
は
、ぶ
ど
う
、

メ
ロ
ン
、
ゆ
ず
、
わ
さ
び
な
ど
の
農
産

物
や
高
津
川
の
鮎
を
は
じ
め
と
し
た

水
産
物
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
や
資

源
を
生
か
し
、
近
年
は
体
験
型
観
光
、

特
に
自
転
車
愛
好
者
を
対
象
と
し
た

誘
客
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
負
の
連
鎖

　

昭
和
55
年
以
降
の
本
市
の
人
口
は
同

年
の
国
勢
調
査
時
の
５
万
９
０
４
０
人

か
ら
、
昭
和
60
年
に
６
万
80
人
に
増
加

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
減
少
に
転

じ
、
平
成
22
年
に
は
５
万
15
人
、
平
成

27
年
に
は
４
万
７
７
１
８
人
と
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
は
、
特
に
中
山
間
地

域
に
お
い
て
顕
著
で
、
集
落
と
し
て
の

維
持
が
難
し
い
と
さ
れ
る
限
界
的
集
落

（
高
齢
化
率
50
％
以
上
か
つ
総
戸
数
19

戸
以
下
の
集
落
）が
市
内
に
45
集
落（
自

治
会
）
存
在
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
中
山
間
地
域
で
は
商
店
な
ど
生
活

の
営
み
に
必
要
な
拠
点
の
閉
鎖
や
、
児

童
生
徒
数
減
少
に
よ
る
学
校
の
統
廃
合

な
ど
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
生
活
基
盤

の
縮
小
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
な
ど
、

第
一
次
産
業
に
も
そ
の
影
響
は
大
き

く
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

も
相
ま
っ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や

里
山
の
荒
廃
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

“
ピ
ン
チ
”を“
チ
ャ
ン
ス
に
”

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
域

の
縮
小
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
、
平

成
26
年
２
月
に
全
国
に
先
駆
け「
益
田

市
人
口
拡
大
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
サ
ブ
フ
レ
ー
ズ
を「
こ
こ
に
希
望

が
あ
る
、
こ
こ
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
し
、
人
口
減
少
と
い
う
深
刻
な
状
況

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
明
日
の
益
田

市
を
切
り
開
く
気
概
を
市
全
体
で
共

有
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
子
育
て
世

代
に
手
厚
く
」「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
大
歓
迎
」

「
中
山
間
地
域
を
元
気
に
」
の
３
つ
の

切
り
口
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
の
計
画

を
、
後
に
示
さ
れ
る
国
の
地
方
創
生
の

流
れ
に
呼
応
さ
せ
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生　

益
田
市
総
合
戦
略
」へ
と

発
展
さ
せ
ま
し
た
。

「
ひ
と
づ
く
り
」に
着
目

　

平
成
27
年
10
月
に「
益
田
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と「
益
田
市
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
、
本
市
の
取
り
組
む
方
向
性
と

施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
総

合
戦
略
に
示
し
た
取
り
組
み
の
着
実

「
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
益
田
」の
実
現
に
向
け
て

〜
地
方
創
生
と
ひ
と
づ
く
り
〜

益ま

す

だ田
市（
島
根
県
）�

 

益
田
市
長　

山や
ま
も
と本

浩ひ
ろ
あ
き章

4今年の８月に開催された「2017第４回益田チャレンジャーズステージ」
（写真提供：NPO法人益田まちおこしの会）



市政 DECEMBER 201727

な
効
果
を
生
み
出
し
、
市
政
の
持
続
的

な
発
展
を
目
指
す
上
で「
ひ
と
づ
く

り
」は
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
お
よ
び
将

来
の
益
田
を
担
う
人
材
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
は
、
時
間
が
掛
か
る
こ
と
で

あ
り
、
即
時
的
に
何
か
が
変
わ
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
の
み

な
ら
ず
、
小
・
中
・
高
校
、
地
域
、
企
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
人
材
育
成
を
意
識
し
、
目
指

す
べ
き
方
向
を
共
有
し
、
体
系
だ
っ
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
の
成
否
は
、
実
際

の
指
導
者
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
確
保
・
育
成
は
非
常

に
優
先
度
の
高
い
課
題
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
意
欲
と
能
力
と
責
任
感
の
あ

る
人
材
は
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
で

あ
り
、
育
成
過
程
が
確
立
さ
れ
る
こ
と

そ
の
も
の
が
、
自
治
体
の
差
別
化
の
有

力
な
要
因
の
一
つ
と
な
り
得
る
と
考

え
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
考
え
か
ら
、
本
市
で
は

「
地
域
の
担
い
手
づ
く
り
」「
産
業
の
担

い
手
づ
く
り
」「
未
来
の
担
い
手
づ
く

り
」
の
３
つ
の
枠
組
み
か
ら
な
る「
ひ

と
づ
く
り
協
働
構
想
」を
策
定
し
ま
し

た
。
中
で
も
、
未
来
の
担
い
手
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
た
く
さ
ん

の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
人
生
観
を

培
う「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
全

面
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
市
内
の
小
中
高
生
を
対
象
に

「
益
田
版
カ
タ
リ
場
」
と
い
う
地
元
の

大
人
、
い
わ
ゆ
る
人
生
の
先
輩
と
の
語

ら
い
を
通
し
て
自
分
の
未
来
を
考
え
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
８
月
に
は
、
近
隣
の
ほ

か
の
町
も
含
め
た
益
田
圏
域
の
中
学

生
有
志
が
集
う
催
し
も
開
催
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
先
輩
と
の

交
流
を
通
し
て
自
ら
の
将
来
や
、
故
郷

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
未
来
の

益
田
市
を
担
う
人
材
が
育
ち
、
10
年

先
、
20
年
先
の
地
域
の
大
き
な
財
産
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の「
ひ
と
づ
く
り
」
が
本
格
化

し
て
か
ら
の
年
月
は
ま
だ
浅
い
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
、
そ
し
て

周
囲
の
大
人
た
ち
の
意
識
が
少
し
ず

つ
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
挙

げ
て
の
多
面
的
な
人
材
育
成
に
関
心

を
持
つ
自
治
体
や
指
導
者
に
よ
る
視

察
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
都
市
部
の
大

学
と
の
連
携
も
始
ま
り
ま
し
た
。
本
市

は
こ
れ
か
ら「
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
益

田
」
と
し
て
、
新
た
な
発
展
の
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
み
取
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

未来の担い手づくりを目的に実施する「ライフキャリア教育」

◆ 

面
積　
　

７
３
３
・
19
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
７
６
０
９
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
５
２
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
市
民
・
地
域
が
躍
動
し
、

希
望
に
輝
く
益
田

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
海
・
山
・
川
の
地
域
資
源

に
恵
ま
れ
た
温
暖
で
豊
か
な
自
然
環
境
と
中

世
（
室
町
時
代
）
の
遺
跡
が
多
く
残
る
ま
ち
。

山
陰
の
西
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
萩
・
石
見

空
港
が
立
地

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
11
月
１
日　

益

田
市
、
美
都
町
、
匹
見
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
ぶ
ど
う
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

ゆ
ず
、
わ
さ
び
、
鮎
、
ハ
マ
グ
リ
、
モ
ク
ズ

ガ
ニ
な
ど

〔
観
光
〕
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・
グ

ラ
ン
ト
ワ
、
医
光
寺
、
万
福
寺
、
柿
本
神
社
、

万
葉
公
園
、
美
都
温
泉
、
匹
見
峡
温
泉

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
益
田
ま
つ
り
、
萩
・
石
見
空

港
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
、
益
田
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

ラ
イ
ド
、
益
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ス

テ
ー
ジ

益田市長

山本浩章

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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